
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
２
月

日
開
か
れ
、

26

３
月

日
閉
会
し
ま
し

20

た
。平

成

年
度
予
算
は
、

26

一
般
会
計
で
６
２
８
億

円
、
特
別
会
計
で
３
８
０

億
円
、
企
業
会
計
で
は
病

院
が
１
８
４
億
円
、
水
道

が

億
円
で
、
総
合
計
１

55
２
４
８
億
円
の
予
算
規
模

と
な
り
ま
し
た
。

公
共
料
金
引
き
上

げ
、
指
定
管
理
、
昇

給
停
止
な
ど
に
反
対

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
平
成

年
度
予
算
の

26

う
ち
、
一
般
会
計
と
国
保
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護

保
険
、
下
水
道
、
農
集
排
、

浄
化
槽
の
６
特
別
会
計
及

び
病
院
と
水
道
事
業
の
２

企
業
会
計
に
反
対
し
ま
し

た
。条

例
で
は
、
消
費
税
増

税
に
伴
う
公
共
施
設
の
使

用
料
や
手
数
料
の
引
き
上

げ
を
行
う

の
条
例
改

50

正
、
及
び
藤
島
地
域
の
公

民
館
が
移
行
さ
れ
た
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管

理
す
る
５
条
例
、

歳
以

55

上
の
職
員
給
与
の
原
則
昇

給
停
止
を
行
う
条
例
改
正

に
反
対
し
ま
し
た
。
（
反

対
討
論
は
２
面
に
掲
載
）

新
政
・
政
友
公
明
が

請
願
５
件
に
反
対

３
月
議
会
に
提
出
さ
れ

た
請
願
６
件
の
す
べ
て
に

つ
い
て
党
市
議
団
が
紹
介

議
員
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
！
過
労
死
〝

道
〟
の
会
が
提
出
し
た

「
『
過
労
死
防
止
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
』提
出
に
関
す
る
請
願
」

は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

田
川
地
区
平
和
セ
ン
タ

ー
等
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
『
特
定
秘
密
の
保
護
に

関
す
る
法
律
』
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
請
願
」
は
、
新
政
ク

ラ
ブ
と
政
友
公
明
が
反
対

し
て
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。社

会
保
障
制
度
を
良
く

す
る
鶴
岡
・
田
川
の
会
が

提
出
し
た
「
安
心
の
医
療

・
介
護
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
請
願
」
と

山
形
県
医
労
連
が
提
出
し

た
「
安
全
・
安
心
の
医
療

・
介
護
の
実
現
と
医
療
・

介
護
従
事
者
の
労
働
環
境

改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め

る
請
願
」
は
党
市
議
団
だ

け
が
賛
成
し
、
他
会
派
の

反
対
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

連
合
山
形
鶴
岡
田
川
地

域
協
議
会
が
提
出
し
た

「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
反
対
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
」

は
、
新
政
ク
ラ
ブ
と
政
友

公
明
、
無
会
派
が
反
対
し

て
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。田

川
食
健
連
が
提
出
し

た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の

撤
退
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
」
は
、

新
政
ク
ラ
ブ
と
政
友
公
明

が
反
対
し
て
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

2014年３月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
市民クラブ 無 日本共産党 政友公明 新政クラブ

石

井

清

則

今
野
美
奈
子

渡

辺

洋

井

佐

藤

峯

男

加

賀

山

茂

小

野

由

夫

田

中
　

宏

関

 

徹

菅

井
　

巌

加

藤

太

一

加

藤

鉱

一

秋

葉
　

雄

富

樫

正

毅

中

沢
　

洋

岡

村

正

博

佐

藤

文

一

上
野
多
一
郎

尾

形

昌

彦

五
十
嵐
一
彦

小
野
寺
佳
克

佐

藤

博

幸

佐

藤

久

樹

菅

原

一

浩

本

間

信

一

佐

藤
　

聡

本
間
新
兵
衛

野

村

廣

登

齋

藤
　

久

今

野

良

和

神

尾
　

幸

五
十
嵐
庄
一

渋

谷

耕

一

市民負担増となる平成26年度予算（一般会計

・国保・後期医療・介護保険・下水道・農集
排・浄化槽・上水道・病院事業）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議● ● ● ●

職員人件費削減の平成25年度補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

公共施設の使用料・手数料引上げ条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●

藤島地域の地域活動センターの指定管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●

55歳以上の職員給与の原則昇給停止 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●

秘密保護法廃止を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

安心の医療・介護を求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

医療・介護の労働環境改善を求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

労働者保護ルール改悪反対の請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

ＴＰＰ交渉からの撤退を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

△：委員会で反対、本会議で賛成

党
市
議
団
が
３
月
議
会
を
終
え
て

日
、
市
役
所
前
街
頭
宣
伝
を
行
い
、
「
消

24

費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
」
や
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
憲
法
解
釈
許
す
な
」
と
市
民
に

訴
え
ま
し
た
。



日
の
市
議
会
本
会
議

20
で
、
日
本
共
産
党
市
議
団

を
代
表
し
て
加
藤
鉱
一
議

員
が
反
対
討
論
を
行
い
、

「
消
費
税
増
税
を
理
由
と

し
て
公
共
施
設
の
使
用
料

・
手
数
料
を
軒
並
み
引
き

上
げ
る
提
案
は
、
増
税
の

影
響
を
受
け
る
市
民
生
活

よ
り
市
の
経
費
回
収
を
優

先
し
た
も
の
と
し
て
問
題

だ
」
と
訴
え
、
学
校
適
正

配
置
で
は
、
「
複
式
学
級

は
解
消
す
べ
き
と
の
方
針

で
、
地
域
に
苦
渋
の
選
択

を
迫
る
統
廃
合
の
押
し
つ

け
は
行
う
べ
き
で
は
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
研
究
へ
の
多

額
投
資
や
め
よ

バ
イ
オ
研
究
と
関
連
事

業
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
整
備
の
拡
張
工
事
、

３
億
７
７
０
０
万
円
の
用

地
取
得
は
、
人
工
ク
モ
糸

の
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物

の
リ
ス
ク
も
あ
り
、
多
額

の
投
資
を
続
け
る
こ
と
に

は
反
対
し
ま
し
た
。

非
正
規
職
員
の
雇
い

止
め
を
や
め
よ

職
員
全
体
の
３
割
を
占

め
る
非
正
規
職
員
に
つ
い

て
、
「
希
望
に
添
わ
な
い

５
年
を
期
限
と
し
た
雇
い

止
め
は
行
わ
ず
、
賃
上
げ

や
一
時
金
支
給
な
ど
、
公

務
労
働
の
職
場
で
働
く
誇

り
を
認
め
、
地
域
経
済
の

循
環
に
も
資
す
る
施
策
を

率
先
し
て
行
う
べ
き
」
と

求
め
ま
し
た
。

歳
以
上
の
職
員
給
与

55
の
原
則
昇
給
停
止
に
つ
い

て
は
、
生
涯
賃
金
で
比
較

す
れ
ば
民
間
よ
り
高
い
と

は
言
え
ず
、
景
気
回
復
へ

の
賃
上
げ
に
も
逆
行
す
る

と
述
べ
、反
対
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
へ
の
公
的

責
任
果
た
せ

地
区
公
民
館
を
コ
ミ
セ

ン
化
し
、
指
定
管
理
す
る

議
案
に
対
し
、
「
社
会
教

育
法
に
基
づ
き
、
学
校
と

社
会
教
育
と
の
連
携
や
住

民
の
学
習
権
保
障
に
対
す

る
公
的
責
任
」
を
求
め
ま

し
た
。

国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
負
担
軽
減
を

国
保
会
計
で
は
、
基
金

の
一
部
、
２
億
円
を
取
り

崩
し
て
１
世
帯
１
万
円
の

減
税
を
求
め
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
は
、

県
の
保
険
料
に
つ
い
て
所

得
割
率
を
７
・

％
に
０

84

・

％
増
と
引
き
上
げ
ら

32
れ
、
「
年
金
は
今
年
も
減

ら
さ
れ
、
消
費
税
率
の
８

％
へ
の
ア
ッ
プ
で
新
た
な

負
担
を
強
い
ら
れ
る
高
齢

者
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

も
の
だ
。
高
齢
者
の
差
別

医
療
で
あ
り
、
制
度
の
廃

止
」
を
求
め
ま
し
た
。

荘
内
病
院
差
額
室
料

の
引
き
上
げ
は
問
題

荘
内
病
院
に
つ
い
て
、

「
昨
年
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
地
域
の
２
次
救

急
医
療
機
関
の
基
幹
病
院

と
し
て
重
要
だ
。し
か
し
、

差
額
室
料
の
引
き
上
げ
や

各
種
加
算
料
、
倍
加
さ
れ

る
非
紹
介
患
初
診
加
算
料

の
値
上
げ
が
盛
り
込
ま
れ

問
題
だ
」と
述
べ
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
創
設
を

新
文
化
会
館
の
建
築
工

事
の
入
札
不
調
に
つ
い

て
、
「
不
調
の
主
因
は
予

定
価
格
と
実
勢
価
格
が
乖

離
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
、
改
善
さ
れ
た
設
計
労

務
単
価
の
反
映
な
ど
最
新

単
価
の
適
用
徹
底
、
資
材

価
格
の
高
騰
な
ど
に
対
応

す
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適

切
な
設
定
・
活
用
な
ど
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
公
契
約
条
例
の
創
設

及
び
市
民
に
対
す
る
明
確

な
説
明
を
求
め
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
無
料

化
を
評
価

子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
に
つ
い
て
は
、
「
昨
年

９
月
議
会
で
『
子
ど
も
医

療
費
を
中
学
３
年
ま
で
完

全
無
料
化
を
求
め
る
』
市

民
の
請
願
が
与
党
会
派
の

反
対
で
不
採
択
に
さ
れ
た

が
、
市
当
局
は
中
学
生
ま

で
完
全
無
料
化
へ
一
気
に

県
内
ト
ッ
プ
の
水
準
へ
拡

大
し
た
こ
と
は
大
い
に
歓

迎
、
評
価
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

東
電
側
か
ら

６
人
が
出
席
、

補
償
相
談
セ
ン

タ
ー
の
担
当
は

「
迅
速
で
、
誠

意
あ
る
対
応
を

し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
賠
償

の
内
容
、
特
に

事
故
後
過
重
に

な
っ
て
い
る
事

務
負
担
や
、
取

扱
い
を
キ
ャ
ン

日
、
農
事
組
合
法
人

21
庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー
（
渡

部
正
一
組
合
長
理
事
）
は

第
４
次
東
京
電
力
㈱
原
発

事
故
賠
償
請
求
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

行
動
に
は
、
組
合
員
・

役
職
員

人
と
、
神
奈
川

30

の
保
育
関
係
者
５
人
や
、

米
流
通
関
係
者
１
人
、
新

日
本
婦
人
の
会
鶴
岡
支
部

か
ら
門
脇
支
部
長
ほ
か
２

人
が
参
加
し
、
東
電
に
賠

償
を
迫
り
ま
し
た
。

セ
ル
さ
れ
た
「
逸
失
利
益
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
応
じ
る
姿
勢
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
し
た
組
合
員
か
ら

は
、
「
何
年
経
っ
て
い
る

と
思
う
の
か
」
「
山
菜
も

売
れ
な
く
な
っ
た
」
と
の

切
実
な
声
や
、
保
育
関
係

者
か
ら
は
「
東
電
が
や
る

べ
き
放
射
能
検
査
を
、
農

家
が
負
担
し
て
い
る
。
農

家
の
苦
悩
は
、
原
発
の
せ

い
だ
。
原
発
は
要
ら
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

今
回
の
賠
償
請
求
は
、

１
次
か
ら
の
再
請
求
分
も

含
め
約
３
３
５
万
円
。
全

面
賠
償
を
勝
ち
取
る
た
め

今
後
も
行
動
す
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

震
災
復
興
シ
ン
ポ
に
参
加
し
て(

２)

加
藤
太
一

応
急
仮
設
住
宅
に
は

「
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
と
木
造

仮
設
、
み
な
し
仮
設
が
あ

る
が
プ
レ
ハ
ブ
は
断
熱

性
、
遮
音
性
な
ど
問
題
が

多
い
。
地
元
産
材
を
使
用

し
た
木
造
仮
設
は
断
熱
、

遮
音
に
優
れ
耐
久
性
も
あ

る
。
プ
レ
ハ
ブ
メ
ー
カ
ー

と
の
提
携
だ
け
で
な
く
地

元
木
造
仮
設
も
活
用
す
べ

き
だ
が
、
全
国
木
造
建
設

事
業
協
会
と
協
定
し
て
い

る
の
は

都
県
（
山
形
県

15

は
し
て
い
な
い
）
」
と
述

べ
「
プ
レ
ハ
ブ
の
質
の
向

上
、
木
造
仮
設
の
導
入
、

み
な
し
仮
設
へ
の
家
賃
補

助
、
自
力
仮
設
住
宅
へ
の

資
金
援
助
が
必
要
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。（

つ
づ
く
）
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